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よ とも・ ロックン・ロー|レい点軸こは,カンド〕一 み均rス容ンとPfRし、て、、て8ザレス
1〕ヤド桂場甫ると,持m ょヽスムースにロックン・口,tしの中へ入って行ずにが,小さやつ

の有はBセ協メド出尭おりちた、とぃうのが面白tl。 とに , 瑶々日付つが
B吟ェス,レ・カー

ユlWレことつかK善 るのと、 片田は・あ春t〕韓味なさそうに岬いてい化o甲hュタン・カ
ーこ| lヾレお寂 行きま帆 均ヽ ?」と, 小書坤つが聞く。r_回 自だけそ〒ったttど…・」

それLSA上は、占闘は龍ら佑台`った 。率約争にtず,1注 やつは , 艶赴佑カント1,一の



レ出しに鶴神11鹿lするがら,CSや フォー/7と叢 t〕歩き・持日の方は ,Caw→ づ1レース
→ロッ/7)・□-1レハヒ花曜じk文引寸だろう。

r挙熱照tあることこ解呈イ逢でもあることの差とは,きt〕と魂殻 しなければ'い
けFaいo

当組でぁ ことはすでt3-程の角こ率おの紀'。龍黎こてRあることもあこ畢になりうるのだちW,
、なら灯れ るヽ可nむ性tよ.身銘こさコ〕も髪誠蛙さのおおやはるかttを、、し,まど,てぃる」

(ぼくはずt/■ll一が大ほき)
とのことがめからなじ1・ めが国症 者tらは,持mのいうrtじの燥乳J丁卜、夕l1//s

目ぜあJと, この動生尭 ,現 実のものと眼 館 できなして,ぃる。 単細とさに留謁
者B ttκを許本レガ↓指違中は々 巳率的だが , 電じの螺亀」r卜ヽ今|レ冶日も1めJ
が,L● Dや 広婆衣ぶ寂 ぃず実現可能で・ある均りよわtし改薙した建中も名じ率
的費.セれは ,理またッぜ一を生灼を世けで',たちまち風化 した。

lq的_qOへ ,スタイ!レtけ はt文々 とおヽ たが,弾勲ぬ ,て比ゅえ々 B畢占勺ra歌はう終】
れ稔1す、師七W済品tlてしお oいめめるつォ考中ロック均寸,鶏 界やCM タ`カ ムと

な定れ途付電のは目も軟 ら馬ない。癌ど逢初 cM タヽンカこは,醍 るヽような叫sぐょうな
オツマッなBッ如 が い うくて ,あに
ると,50～■0年代に・↑ttて. 日本てヽもい子
年る、ぇば ,崎R佐知チ,な 砲4o子でみ

を引製蜘でぁる_と ぃわのは正籍ではあるが ,そ れら1よ慈吉 ,ト ータlt/な目く釣fl
と、よ係 研ょぃ,帥 ねフラストし―レョンの軽枚とい 志隙としない〕と芭い切
ぅてしまおう。ザルースゃ阜ヵソ・ローlレがな詢れるまでには、 実1■多くの花牌礎と輔

があった。毅後ば ふ3o年R防ギ,孝 だ掛洛白身の敢は生ま嬌こぃるいっ吹

A化ち、よ者オント」「予供たち1ざ誌ォン午」(細 こせ)古朔t・。ギロゼの付`3おt巳
世の翻 Rヽを 確 るf1/411■4ボ 志 1こと文もBB本 は ,絢『も笹身なぃせろう。

張鋒のキ虫、今化ろは畿封＼:1

おラス壌 差浮 のと 丼無目占貨他府A.
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r瑠うことJ州触、なキ 与 Doし
プカプヵGD一

1氷は、「習う」と、うことが、と下ぴげ苦孝留し、韮ぃ■`。学生のザメ%でtるに

諮編隅 堵盛=段准ユ章経継渋l塩拾L駒
老れをも、 とに小く前向きでは竹ぃことttけは疑玲マ、ヽ、ヽ悲健に六年の2年生たq

とぃう1筋谷赫和隅ゥぁるし、ぃ争だにr8Rl勘」ぐらぃu卜こにとしぃttのがる 1ヽと

ぃう■とt、その一つ小もし晦 tl。をあ、ぃろいると、たの孝ほとこでヽ、卓試じにやって
みるの世ぶゝ 矢基 、セうしヽわものに1をウ中に輸何なt のヽであ_長、もくは、確 こ

こけ切ていぬいに習ったのだが 、ヽ今てヽは、やりおぐらぃし47X弱にな っていなくて、ヤ
ノァを出&七 千っれヽ lt、れてし孝ってぃるし、 最 近そ1を、ゴlt/7〔!!)体ゎぞ

・
と絵

あって、習ったの把ボ1、
これもとうてぃtのに、各t)ゃせんのであし,各キ。

それにひきf7Xえ、
「
習うこと」が

'上
年で、ヨ睡昧承たぃお人もいるわt↑で,、なんでも

為双 ・も習ヱ 、物孤す る人がぃるの増tⅢ屯と`、翔ltこ、イうぃうAにお十tスレットナ予

Lttさらさらするわ1+でもf3い。孝あ、取母財ゅき」る、わことば
・
で・韓:く■ヽ的す(rレであ

るが…`…。

で'、々 にが
・いいtこいのわヽというと・物|えば

・
ヤをこういう、3めl~mltて泳まと__

っ知 、艇まうこと」がけをftttと 、堪勤こと」が張いfぁ午とに■・ある_、 白分と

レ毛は、でっち押Ц、い世ろつ小しヽ わヽのである。

υ栃ん、1去lと、兜ヨうことょボ張、輸伍のⅢ力がぃしりである。あらに均きを:なに

も、残藁劣無布tゃってる巾tすじゃfJいんだから、
r省ぅ〔IJが ほを々 年1を、行とや【

に支疋やれtざいvlとぃうの,マr「習うこと」が,と確tわ佐 、なっpられので寸。
こ伐に、材将験的に老ういうのそtD
じ流 小助卜し、抑 は、あCそtウ軸 をPsEl&ゃっ翠1後の中でのPaq絶であl〕歩して、

安隆にこれ、わtのた一 「担うこと」が臨 汽 t_と 柏与にしたら、これ馳 数い こヽと

時 なぃのt・・す 。それは、ち 、夕もじ七病抑圧 しとぅのであ的なす。(これれ ,電 に 、材薄郎勺

に
… ・

)

r鬱うこと」がFゴ どtと相4に文t路i子うがま,ぼと埠祐のt3…・・、マ賊的 、札ぱ

的、セ怖竹4はき,ひPら……し、こ侍お矛そにこソ毛ソし☆るのは、ぼくばか!1で13あt3

なすなヽ 。ヽ

■駒■拘」とぃうD残には、9ょっ猷え 、マ角tJ男一一r習
うことJポ崎ぃおtと相争し

した嘱の、そ後・ほという43X、自分の1ぷれヽ にイライラし[ぶ らも、務 神ヽ,約 帽輸対駐

也名いとヽ わヽ、f材弦はr3Lじ協わt」が
・
読と冬れてぃる0じゃtstいとばてにtよ忌える。

声盈観挽ぬ者姑悩
とで
、口↓:需隅F

花ぃαから再ギそくぅっていっ rt/a的七」ヮ宅kが

あにいに崎ド萩燿・ 15



あたい た ばし や 拘をいわ
いつもコ°角守・力"・ヵ

ガ花効あんi虚tネ、嘱が域をそ.ぃつt7>フレワンフーソ
かぃらのこと持んか !手っ【!らわ`してい ぃっt7ン7ンフレフーン

あ焼 が流 いの残た嘱たちと 夜 谷'あ
lt5孝で・

転う敵 全仁粉るキそ・

力たぃ 踊  やあをぃゎ
ぃつも,レ 脅レワン■―ン

p曳iキ、ギえ争レIが
・
オttッサit/。このB民、しかし、晴ヨうこと」ボ

・
ゼ穐じ寸LAFalによ,そ、

わR使 確Lざ距πあるようですo為ヒ料小おt,tマ劾―た。称ttは、この口興うヽ。と,Z七
句にヽ ,ヽそ、鴻ようそすo前 闘ホ絞 、ギわンエと、彼とがt一能に並拘だ察 が欧
諸 り十オじJこたったと揮め,D幻ゑ魚に■っ記おti毒した。キた。雑北幻蚊貞じ化w
r鉢

卜の孫 七徳々そ住Jそは、徒ヤがギタ_小かえてこの唄こうたうじ―ンが.お
誌しとは翻孫竹じt●=孟入さ的ていたし.「太陽に1なえるとのr碧確に執い軽 |」性む■
(1欽の見に『太颯にt3えるもでは、い孝のとこう計 が最高十一銃管竹株進めでは、諮
の錠と"■ろ1社のレコードが r"執力 Jt価ロホ哉が典潰、海1中うた有ひ止 )。てし
て,玲 をっ激 』で1ネ、解恭倍のッーレ砲・、いヮウマキなんか歌っている煮座栄代手
埼W、社 ■41Xtttlとレョー竹レギ|すぃってくるなり、

'お
力 」とゎたぃはす。

小榔〕の行くところ、しヽたるとこらrザ角プ角Jあt〕であ 。雑年の麦ギ3tは tt3ん
のこと、徳 鈍 寄化 価 敵 君けもい1・れとヽ 、ゝぼくにt ―ヽ tざtr習

つことAボ 張いF3革1こちがいわい。r レヾーtr習 うことAと拒る曖 、そ韓 にたった徳t
の線燕ボ、米政 「習った五↓のじゃないことは'確小!
r不道終な表使■で、自分にいういう「在けとてく可げ革J男に与に、白ン髄η内体て・

、どの
が1と近えゼうとす3射 よ、

r習うこと」を提否fa夕体との一っの牛付″たのかうしいれ 1。

そん牧往年均や、r】狩店に軸は来るヽ寸帆と・■で、一つたけなマわろうとす3.
rおぜ?均 せ々 薙 って、たはあんなにこ巾ぃのに、勢はむうじそこんなt張 しい

のマ教峡又 ▼」,7。
「習うこと」が環ぃf■tを 相手tぎ十ると、とうぇ艶かしいかヒ

ぃうと、発鴛こんな的けのわから体ttことこ輔くから。てしそ、たりヽ こと、身にと,
て1を、うにしくるんのとちゃうやるわヽ?

て'4.Fe′年)

へ佑
讐

う

宙口円門「コ蜘「〕瓜現し



ひこうを雪この
夢韓 夕YAS

=ユ .―きレ

■―ミン大特浅と告,ても 、程驚t古、ユーミンについて△く
何も任めない。でも、ユーミツのロス・覧確・★寿!よ。大輸さ
f3のt'。そんt3わけで',レコード

｀
こ要,た。てのLP

の後名はrひこぅき域」。イ装tよ■―ミンの曲に牟兵 ,
てじて8懇詔千ね安tも喚ⅢK′ ューミンのせ零にマ〒って

み卜うと博めのに。

■ベンの歌は、全てなoあ こざれた・。 埋 !こは雲
ボある。蕊がある。屯ちろ角沖さしぃRだ

8。
とは

地屯一体 にな文る。そして,空には文使もいる。
文後のか'て実る時は、■―ミンにとって,暑,化どのた明け。もやのょうな、需の
お苅 っ`た鵠 。 そんな時 ,尾根に替って,壇 授 上tttkると,離 がか〕て光
るの定・。イの実イ主は、欧週 への確段」み化いにr批工lよいいお,?7ニカラー把J
な灯(・宮っk均｀

もしれなぃ。 ■―ミンは・てこで「千9これつ―で屯,拠生はた
いくつよ。私 を策確の回へったとにJなほ 吉わ。女〔費は・業たに筆いのでキ。
r毛ノリ□の衣回せttu・・,ぃっで8も大わ狩t札咤J。 2たは、急ヒコーキに象玉 表
々の風へ 〔ンロ?若干,装【来た佐!)。てこは、観にわつる1のオバてが素暗し
さtt海もヽていた。rきるで畑 放化ぃ博わ」「てうさ:衣回ミ!」。 ■―ミンtよ。てれ
から.狩さしさに包まに ,衣EIの生うちとすごじた。でも、や,1引,、地上へ1島り
化<佑足しよう。セこで',I― ミツ1 家訴芝に身|はたなtギる。「と均やぢて地上へ添!〕

る7蕗 ユ1なtq46年に.こりっしゃったせ
｀
」「せぃじょ一試ふ。独 3,こ こでの生お

で卒! ―ヾじ載にね北 的.スーt■マレも碁じゃ仏いめよ,tt上 へは憩い口比糸【B
み| -ヾ1 ラヾじ‐―'一で・一遺論とJと亀兵 従ぴ郷〕た。でも,その時 やさしい薇音・

パ御じヱ業化。r、なんだ善小」。 ■ ―ミンは崎とヽ 眼`で,総と編ける。夕に

、ぶ雨。名t3と。
「′争B、よ、看t,唾絡.夕代はと、マtB雨の【捻f‐hが ,薇の缶

て`鐘3めと化が擬 ぃょわ」.セ眠籍iは ,t殺げ町 4と 孫ると

誓準t壌建 撃
ご岬h十 力ヽ Cレ ンrtレf●.いLlttF!ぱ小り

欧荒井由実掛ご難獣筆料寵督路播泌晶大韓ふ
百ホ菖=ま (を手や)を 味 ・古姿・日本西

荒井由実●劣こうき雲

き , と  言  え  る

苦・挙.卓1装

尊キriモ狩 卓安
進墨韮幾楽選皇雲

ダ者=電蛭i

多す
・「,士升;子=意事 単義業

ひこうき雲 L P 売 井 白 実

ETP‐9093

。こぅさr/こ り費/志 のスーパLバ ラシュータータ
″
賓と

章の0さ に向けて/告 ,と言えヽ/ベ ルベフト・イース

ター/工 とコーキ/雨 の街 を/二 事はt らヽなt /ヽそのとな

レコードからと首でテー7その的に比市することtattf■で景ヒぅrLておりまロ
募作 =ア ルファとアツシェイツ株主会社

発売元=東 芝 E M I株 式会社 猟 D E  IドJ A  P Aヽ



程色手.ュ_ミンの口曳と岬きつつ、お、と忌,た。押 爽ど角のボ‖軸を、理を白ぬ1●
盈無 島ヽと免て ,メうかじさんに rと、っけて、r ・ヽ力共つ(島)1を、とと飛衣るの統 」
と十ギ略′/うぉじざ角とこならせる。 ■一ミンも、きっとt卜となころ、マ初 ギぶソ
乞えをがら,マ勲 3rな う阪 暮小ら高がtlhってくるの」と代ギ

・
確て、ママと

囚映たのじゃなぃかな _… .と。

セんな力■、世界が ・感 じ功崎 のせ 。動 Lpの 場 特 卜に,■―ミンの,卜さなころ
の卑真が あって 、その写真を乳てると〕るこ 、 考 角なことと思って硯め 。ューミンの
七,化 るい 、知 ぃ声が .頓 と歌 こ筆Kぅ に〕になって ,不 思執 ヤュ世界と偽!もし
て院う 。 母 的壊悔 、き的 _と ,文 伎 が 、13んとに 、おtlて来るようf3。整
を開じると,とこぅもともなく知卜の老ポ 観これてくるような。■―ミンのイには

密ぼt  撤 禰鷲!鶴亀盤た看を協
クであり、不懲 訂 みルさしさを指 ,そしめのに

・
と 忌わ例た

い
。

(14.4.23)
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キャラメ】レ・ママ Ly M・G.M A0
■ペンのrてたゎき壌」の孔 ンツは ,‐ ミン+名 巧メtレ・くてでヽコ′ラクは条ずが1レ貿マ

ギネ。マガネスrギ岡し卜いっtftlの穀はJのrもつもキ序Xtレママ(7レレツ13,表馳

十キ帰ょtレママ)で`今単が鷲缶出ベスト1:′もクの受表iぶ.藤 曲成上,【購ヱ以室

のフクザツ`な7しンソで,も拐菊議曲に入研卜 ネヽー。皓にじ7ノがいいr字 品rンクとⅨ

上t単?子 16のrミ__じ、つもワず」(つジ) こヽマ湯ス キ:名ラkし・て は長 。布 Wt/・ママ心

独腕 .へ ン`ド・太レつttて、蕪 ルながら減抹する縦 悔 ,鳴↓,いヽl.t拭ヽの殺は」0

イレソレは,オマてギるitはよっtずと1牲tいのだうわ.あの黎康体甘7ノ・ソ回の部分tお'与

卜苺払ヱて,〒ジ終わ蕩にしてあぅtれ 、レコードの頌活の時tよもっとンヘン博った

よう。ていに区も、lvの者繰封熊銀で,ドぅマーぶ縮 詠いがら親蜂十るわ恢詢

めて■
｀
。名ラ米|してマは換脳部る魯ルや上萄わkとも黎臓い るヽネ。陽文りLPの7しン

ンは,星掛胸ドやってる。レb世牙仰韓明億)の母静項む蛤J例もつもキ"淑レ・Rマだr
rふ れ胡 Ⅵ椴麟」のイ年1詢.想 隆は_モ・

は筑れ戊触ダのメレl上ヾ。Sは型いわ

ど負よ、磁娘 のfミカで名七上lドにぶレド.韻 _我ラソ十ギ rじドの日体怖決たい

い軸げえrひめ苦安Jの薄り ・鋪 こt伴ス)ずはっ帆 出町と物森能なの電
・
。



いつのまにうWtttは by CYA

来吹 圭しくも研隻くもない。 も喝 購 レ々しヽとしヽった方がふ、くらしヽの軸Bひろみ電ぶ|
練“と,雑秀頓略サ年のなおど

・
レtよ、Tatlぁく狩こじ43Xった。

ilA4びくるt〕どげとヒ女デtする競閣。 在の手でも、 Ⅲ そウをいその一ETt乞,tょら
1なとAyfdなるざ

'レ
K・・みたらぃいのか。 こ的おきもにときじ・ってろうちtし、 たちまちにt/K

セの考室仏錬PBRは過欽 しまう。 ぼくら1よ化ど ,通ビ去ったものへ分<れ、と、そのま
十ぶざ

・
し、こもぁることができるだt↑僣

・
。

いつのまに小 右 い笙ド の だ
。
し、てる

燿、ヽヽつめた  忍 い雲は も 1ギ・てめく

をはでこで生まん代の 合 ってきたの
をは静小に 者 ウ化てギ

・
に

お とな にお っ十し

沢出Lr_。
『
協簿普在 」の写裏 け年 。 けキ .察 口"み の く悪志 〉忙ttざ 空 の

びモゆくこの農由のなぅてい14徹年にもののみごとに手ばれてしまった。
Pな諜後ュlホ、こ具立ててのものは喪室告魯験白の毛年,を 支のをま魅養じ

るがら、それをキ上揚7にの審でつ`佑ぐ。ことによt〕、1ぎくらに環競蜂とないる。

前&生 け持穐もヽ、あt〕のを報 、優年生と不支ll■“、佑なの象lをく省名n

懇諭 ベガ■約でくる。猪権角体老さが 光内めれヽメ易っltら降 t/のの大き

さが,それば義tく鵠らにれば`藻陽れろt各で,1文らtしみ瀬ζくる仕組みにおっ

てぃる。

aぃ能が た に徹的 去品ミじセわ

そのを'よ 名 いとに イ きk【
熊tえる理の末陽は  そ ことでヽこてる
をは各衝ねW技るみも にヽ
おとをになった                         。

く者勧 悪を とヽは家回"み の無faな奈枚さぱ哺を指すのでl●なぃ、 ポキ壬進の範

掛おさ終も、孝化イ反つの (愁名)である。 在々の場合 、絃;っけ☆りが 白谷a身 世ク

kと 、、あだ叫すだ
・
。召鞭幹レにいで`欲しぃの購、1よよヽ(憲こ)とぃわを安と、来恢軸

お名昧p使 ってぃる0で13おぃとぃうこと電七化は、A船の存在と根低的に揮韓3単めろ

効 がある靖 れば
｀
、それはラ央吹 く毛急〕十ふじとぃうf手な親的｀ヽ もヽのではfJいだつ

うと忌わk掛十fd 。`

糾 えばそれネヽ、負品中のあ、酸r,脇し勾想Jのと太伝のけ年'4n&芭 ド、その

練 と行為ボ往維で弁枚で佃的R・lひとtlふ付`1であ母ばあ租8で、者れ1を密わ

るをたちともまた、つ起辞脱球ギにおかをい、といったRおことをのだ。
「
ヽヽつ幻なにわ`け在 1ぶJの 種 浅 件 文 獄確進の移崚k背 乃 。 回 しヽ年い 、1寄んの"年

ての任の子への終ぃと、拒髄感が1、&細 のこそ千とそれとを11るュそィとのセ能13
よ兵 次ご

｀
とに私免されてぃる。 ね

一



くタィ、こ者杉oこ百
.it'と

白力とヵ舞、銅i・在tこちこでき なヽ軒が安をニメi十_い,と/4
縦‐tra多の無喚名さとなじる。そ吹

口ヽ n孝 に小  f受 Jと 綬め 孝 と箱 11

駒弓ギ箱らず
・ =終 」と遊3く人になる

た向とヽ をの短憶 と 畿 毛範らなぃ
勧 隻ねは を しぃくらぃ
かとなに指っfこ

く験 )ぶ く篭ぃ、)と無 壱ヽ偽おけれtど'なら冶ぃほとヽ、おぜ役は白分自身彰
めつ|すね1奇れ1ざ十ェけないの十ぜろう。

家運的うみが、泰狩れヽに安ヽヽ、済と丸【 〒ニスに察把てヽちでに抑敵が

ゲづ8ると、ぼaqaそ れが的距 気ぶするのだっての場面が、式中の地■
~S~男

と
のキスレーンれヽち―玄してコ宅晦 イぜi■に。

粉 して喫ってぃられるん忙IT

むわしよつもれ(をつ程地てしまう造とが、絡になた〈告本の憲者)の費泉中rじ
生きてぃることの証り俺のだろう。 マt/1ぼく|を、 誓託るのこそ子と。いつまでも′階
t/みを込抑て11ヮИわしていたぃと懲う。
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と、っいよに↑明 市 _執 .ぬ.嶋.報上輪水
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打 ち湯 ltられな ぃ bン懲

宮涼 比 始 貯 競 亀 ちゃム抑 、多 ギ と知 的け Wを と

をア」
・
如協J範 敢 。 ね しこの教&、 あ忍1甚い燦 で

はお、ヽし、あ 軒 解 の作 曲てのも先 lLか らなぃ。   ②
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ウぃて素化  私 だ柱

み磁ぃ  じゃ孝毛Lf3ぃでヽ

箕々はイムの  人掲盟ドタるゎち

*恕 毬薩 くすれ、め  打 ちあ向なければ
'

本当のことと  崎 ～ wθ ャ

だ叫と` 今はだ狗みの

窃 ,いしの が なんなの
/fT笥もセ"ギ と町れた高弟確島こじ友魚ルゃん静 o御 1にL/Kは珍 k、 負っ社

のなぃぃば。
YttA氏 口<rこ んなにギャ,名 一路ぶしも翌驚主tよめぃ Jヽとか。ぞうなのだ。を

抱 こセそa‐4の 本翌員 、悲侮Jのしロイン十とんての1よやっi神〕わ蛤的 ない。(抜 〉でt売るの

でfaくこ炊 目て。あtlつづt汚こと 、 これはやはt,一つのオ 激々主 尋わのfご。官士負ペ

実ル莉 サオaも お▼翠1の差年ヤど埼ヾ 、布年らはやは11、多枚La日のく掬 )と培,てぶる

ようヽこ恐う。

てあでなく、楽キであtifどがら柔任て。ない 、 日 配も自身もそt4と =枚 8と顕倒Aい 、

ただ撫 名のみが納的毛てヒ【Iン であるとイ喜じて、ヽるとぃう求うば描たは、佐生末キの

キttrょるものであつあボ ヨレ浄にユこ″/7であぅた。f勧陽こセ、そ織上に加えられる迫L告の

街と、殻熊老であるぼkらの郎 が笥こズレがな陽 。 をあ1と瞑り物籠の雇R7Rが率
岩であれば

'筋
ほと・、tttkらta考れセィ当な切 と感じ、面白さと鶴がりま州&l横 弥

にfふってヽ、るa分 を縄地 、ついにtをづう的ンをにズづズづに恐い人にてヽ るヽ色かと碁

a、ぇ省 沌、てしをあ. mh4れ 約 _絃 乞代寄例膨 マには公うとをstどてらは ザううン

をの1豹握 にaらの脅漉比対姫 tる お理的鷲転 と,生ぃら路 のだ o

輸麟女絶と く年性ktも リー・キ,トソ 〉ギと名ったの1よ、laき焔 ‖、寄斉氏ゃった。

て血 ら くキートレのラム四1)に対代tる て枝約 ゃんの弥澤め だって あ来 分企しく

は仏いo
ここに前滅軸釣索後と老い =寸あxヽヽるようだ。毎uわづう均ン杉の部前塗Ⅲ●ば

てらが・障絃そ舶 るから☆コ町くくろのそ・ヽおお、ヽのか。てんねつマンの錫 と、ド
女 に第に11も内だのド r体(ことヽを8才dの抗鴻先生こ孝降課ゆ『考ギうギ争和ミit/」

のミ9うゃ内こぬ回乞め のキ,ラクタ,そある。

頼 で迫を1こあえぐヽ徳にと競回錫審千ろ殺らの堵 よヽ楽しくすらあるが、そん

がflXえって御“をさら各る者乾にもぃめ的て・しなわのだれ 、7fンとに は実に老ぃ

ドうマおの把 3mを っ
とわゎ都 象と俗らせんでル任れて、、ぅ■しきわ台ミ、もし距〕r4丁うあ1■らぶ tヽ 」ヽをと
tlあギ化のは、縁獄ぬ"ぬ わヽ理由し小なぃので'、これそいし朔世 r

でんる探托・も 貿 イペースでヽ

ち、ヽゼ来L 押 小L

お電社い  で こ小へ行って

苅たさと、さちヽ 1と セ Lてはぃられない

ネ←Q、モre、A
■
エ

命
ん



奴キン人疋?ぼ市浄&曇こ」路・名枠lctみょぅ〔煮嶺たに、をにカメく亀ようiこそなとぅをあ|ど
ヤど谷らこと歳出発ているの十苦が

｀
、 これはウうRセ猪惣との体いことあ`びたにしぃ。ギげ

ューとA来田聡 、っぅ1/K八気を往姥灰ぃらにろの相よ永迄の十ヽノぞろう。イロた
釣れ縛路を宅ぇば

t、
当!〕ぅぃ1のぉぃ孜ばが,と、=十一にt/をって、、露乾そttな

出を城終窮視性界!?黒濶 ほ駄秘ザだ済!機録と
1マ・七く、徐 i々t総: に々なHっ っ、ぃっの参にわ` 衣魚に偽し)、 お 1ボ

tあ
さんに

なってく晦 のかも毎 れをぃ。

( ぞ々.?.〕r去 能 a/才の話生a作 )

者幕の館ぃパ_ジ
・

by DoC

一 「老ネの_ゃ ッ」一

オ
代
ヤ比のヽネ%で 読 み終ぇ化
ぺ卑捻の 象 幾的
紙とこレピッ 杉 t〕しめ
続轍ドを、、そ、な す ぐ済した
右各密べの 一喚

コれは、都レ)じ民そしxあそ 甥輸 没ちらかといる1ざ、こは ■のし乳l抗がし略
いcじ ゃ、どれN 山 口色懇でもなく、村田瘍手でもなく、森退子て、しわく、
ヨ陶は、龍々 卜祐ことにもぅRt174手つンの嗅をので十。
など、雀ャロト? ともヽえば

｀
、コ恥D民のしロインは、BRらかにtlla手タンでtをなぃと

得わか島れ無 ある。 多か、恨手タンla、r陥緋 影ュななで本とこもち再ル
末年鶏ゎ筋dg)寄 放はしな仇ただろうし、'急とこンじ▼■なとたったことはあっ
たにじても、こそ【 rオ岳町u柏 たことはな43Xっただろうと、ミ,一人て、蒔今に家鉛
てわ`小っているのです。暇子となてうtめfなのだoな 収や、コ脚段の若後にあ
るf孝

4然 へのブスタ!レ沙一」七じ、 名相キ年で r挙癌t」と13.毎 と切っヤ己
役缶とlよ、孝?化く無働悠だろうしくる、セ向忙布ちこ又ある々 セろわ小?:)、て
つぃう孜各七組年にじめじた争しつ牛の七レスは、回じ防に雀セ卸っに政
挨Jキ_て の璃ぶ眼n― Aとに 、ぉんとkで も終年t降 体tに鍋Xわしf3TV
鶴終 括 (『 ぉ毛争 貧 ↑ 、ョ

。
名の物 JP介 ぁさんの環 日」〕と 孝っ化 くnじ もので'

ある。  nla子は ぃぅも_人おのた
。
じ

rあ化しと喫mと に1llyZ(q英 と)名鼠らfaド各絡.小 フたるぃ人わのよ、あ化しはJ
とうセRK徒 は、 なた、 一雑 ぁる白かに巧率Rに す|レっている。 だ から、FtT・

n岳蘇 』『それを胸 紳他 LA蕗の、イレビ、熊働の中で、孝ったくのってぃた

メ せ 卜銑 緊 と獄 ]続 i試 督既 ふ t、品 澄 R二 じ警 みf解
あJと 御ね l●ぃう。



r歌うことJ「款 すること」ヽ体Щ亀手にとって「うととっ(こと」なのた。十ナドしかし、「うセとつくことJは、人もの七捻 、家二渚の■、日が移ることによって生寸・るものじ事
なぃにちゎぉヽ? r tt a、名日つまらるぃのあたしに13目的がおし1」と、、ゎ嶋子拭
乳体おぃでヽ、今、牡存Ⅸ ぃるのは、文のr協チ老Jと 自分との閣に情 ぅじて存
fatるシンクロのわ小|ギれヽゎしれねい。

た3、山往琴七終ぇそllgろ支賭ち都a。一 とDKの
マ|↓卜に一人とし。千レじのをツ杖/1しコ_ド斜す、
私イスに略セペってIMうイトとはう。レコードが塩
11終って、 角 ぅ回t〕吹 もか なぃ。一

1,tlイ、くキ匂D乳が‐t3を他と、ヽわ暇号tt、とるお枚 、こゎたsめにォ基セ行<
のちら一 `と 、ベッドの上そ批くので,じょぅ小 ? ④

7in tホ6,22蕪 去相背|夕早1のlR手へのインタじ.―うも_着料梶α Ttct
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1者名竹累蛸縦=!錦
～ 螺 師 n在 範輪 ～

時TETSめれか収算ix
め 浄ら、御 本気そ・はブィ字

・
と言ってぃるらしt 。ヽもちろん、実れじ一の千だ

CFで的 分セt,コのことo あ小し、復“はぅ販 Ⅲ
オイ1イ

'と
は壱めない、乞考

なしヽ加 他った。てbra彼とは、今ではヵレニ在た。お相手はi閣口某。版 、
志枚 、大本末セ宅寄 ぃて、むのね統 星旗 、名うての引ノー・ガとrレのぼ 化ち
化のに 、た 印 -7七 十ヤ~で もな 十鹸 ず、ふ ン+ム t・・もお ぃし、規 た家でも

など老つ毎 、ボンざ坤Rとした額口宏付もA川竹。
もっとも、フレ〒レビあ装虫くやらめ に乗って、ホィ志イー孝 に作ル な,て、う

at6と き介"ん と思ぃ書や なっこぃ.管 宏ちゃんも仕紘 し、我:台わがら
Attiらしぃ。 こぅわ王 L岸ってはs筋 負tすょ、らしぃ。
今さら tあ碇 lⅢ.郭陽のぼで碁付花ゎを来のような、さみしいおんるの家セplR

し、能k衛 地小ったケとわ弓みご
・
とを宮ったとこぅで、確 、量まえに過討筑 のヽだろう。

私と発の面田花智子似毛)が行く本体便 、力 でもいい、とあ友 宮文 ぶこう。
卒 的にわ畝れさいと、と。位 成 1哨協と6年張彬 、他のャガ 黎孝卜Fs曰 毛<れ
イ1終kし にのla.孜今面段佐れチば,た略ギ世品 .     ｀

ハさらsma佐 範約 勉力とt 【ヽも、花灯ばおんおの後ぢ&あ みたぃで りりしく
れいtthと・、やっlf8〕あの1、巧ゃ一ギヤス協 ちをマo催 柔、人ほ啓手、IttDR
みと納 みの部 筋 J伝 幻蕉思は、伽 路 如 勃 あの声とな 調 と吹 ぃる。縦

鋒歓驚毬:線 明 軽鞠;]ど鞣和ネお控時去も、面口確駒子で,売れる自
附拷之、扶鍔番後ぅぉってた曲 ゥあったとぃわからi契実はコ呵イ陥ェつ

てhf3!、スキ_ギ符細4、 ぃヽ〕ィみたいにおおで デヽザにた だ々つつな7と思t ル`
みにい。て氏 瞑つのはぃっも侯こ刀的づ.あ あ 、切ない的7、花ルじゃおうが竹7、
と、グラス幻米と透障 と、称 角分に作_■るようおおんtが 、ゅウ行的拗
うたの中には、ヽ 化ヽaをう、株 ら衆と、●

~Lみ
、と琶うのた
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死汚に
°
ことにうう。6C降孝誘ifマカヽ現7の煮がわもとと」て,′はまって、60年代の黒ぃ高

の中ra日 化如子」lネくちしょtげRレマ妓内化盈とtlでr策章ギ|し一スJ唯晨のか依
歓 ・」rtの密胡Lと うぃて実た。をして,o角裕tも中仇 、巾 て価長ゎ夷 しく屁
欲 ぃヽっ化 raa後 価子」をべ俺 にめ口佐価子la、‖限調 に生きている。もう鹿ぃ
るa毬 こにfJんf瑠荘ぴ鉄しtよじをしヽrろう。た

。
からといって,電致河られたなんそ

ち,とも8ぅちゃいをい。Fぅストランコのスコット1ざり1し
い
いも`ってたよ、あt,がじ

よ″てら名妥だ長 こ,ちにはある。縦 後にはしたOa孫 な許眠 」rひど,パ
仙確蒟缶」をって依 代 翻じマぃる。(謹名が老千皮肉だめるう ち とも、こち
らしじても、塚巡少落千C七＼なり?)B43ってるので'、とてし争峨的をおa之ろおルて
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は、t ぃヽじ■おtiもヽc告 白鳴 t十と'(布―狂

■卜、オード■。二十Q― !う今の′健には、各

ん小蓉も、為ピ七、七孝毛、仏 、も、'密」Ctt

さ2毛、'竹いん十ぜ。こと思ってるら|十よっウヘ)o

他れ 、ふ|十いに 境`)の節偵
夕Jド|じに暖海込み

の分毛集hiんすみい十び_。 祢 り。

So with 5ust fiVe pennies

of theyPre  these five

pe予舌&?呈・ be a IIL.■■lona■re

とぃクことで式L

tq守今年6R修 日 L々tよ賜勢1,P孫′YAF

十
や
Ｔ
イ
イ
子
万
ヴ
乱

徳
木
吉
春
　
師

７
ヽ
石

轍
イ

の
中

の
生
命
。

子

去
各

ィ

と
は

、
Ｓ

下

、
ホ

ラ
ー
．ゼ
し
て
平ヽ
写
通
り
、ア
すヽ
サ
を
合
め
る
言
葉
で
あ

り
，

者

と
は
、

主
簿
歌
、前

衆
蓉
、合

葡
化
奇
み
塁
ｏ

と
指
す
。

十
ィ
！
ント
藍
へ
の
さ
臨
映
働
の
夕
恐
怖
効
果
ク
と
し
て
、

メ
イ
ク
・マ
ップ
と
レ
ャ
ド
‐
揃
果
が
あ
る
。
Ｘ
ィ
ク
．７
ゥプ
で

は
、

著
の
恐
う
し
い
顔
セ
作
る
ほ
む
為
果
が
上
り
、魯
．客
は
・

よ
う
」ヽド
。

さ
う
し
い
容
れ
を
し
て
右
名
に
お
ヮた
ら
が
、性

格
件
食

、
９
イ
毛
・・Ｔ
合
良

》で
ぁ
る
。

役
は
、

ゴ
あ

浜
と
持
つ雫
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
む
の
復
を
で
、
レこり
わ
け
、

プ
鞍
難
鍛
一額
一祈

宇籍
娯ラ「が

は
後

に
■
２
っ
レ
竹

一ヽい一ュ
タ
イ
ン

」
（
一一字

一年

）
の
徒
作
と
生

み
。

ｓキ
ド
‐
和
嚢
と
は
、影
と
作
る
一）と
に
よ
っ
て
恐
怖
ぼ
と
作
る
の

で
あ
る
。ゥ実
キ
に
憩
却賢
る
多
、猫
匂
彰
、ギ
９
ｔ
あ
ｄイ

＞
そ
の
影
、な
ひ
使
聖
日
は
支
種
夕
格
で
あ
る
。
、正
ら
の新

一果
は
今
日
に
と
使
わ
れ
て
い
る
。

卜
‐先
―
降
代
に
な
る
と
、

上
回
の
効
果
が
、

幅
と
き
か
す
様
にな

る
。

御
為
に、穂
の
叫
ひ
、

雪
鳴
ニ
ア
の
あ
／く≧
Ｂ
、
右
で
の

捧
者
勅
実
が
方
る
。
そ
ｔ
て
、な

観
に
売
れ
ゃ
者
　
ヽ
、

え
克
ほ
．

恐
怖
堀
面
―こ
は
．

イ
午
り
し
い
者
と
共
に
て
、

たス
フ
と
壇
す
。



・ど

と

は
、

や

８
者

響
こ

呼
ば
れ
る
。
十官

予
者

来
〓

の
効

十≡
あ
る
ｏ
☆
蕉
にや
宙
で
者
楽
が
申
・）ヽ
える
つ
た
わ
し

ｉｔｉ
棟
な
い
の
だ
が
、

ゼ
ヽヽ
は
た
礼
か
で
あ
る
。

近
作
柳
；
ｏ
／

二
官
白

の
ｋ
」
で
の
遺

々
と
ｔ
了
後
て
宇
占
【の
場
白

で

・く

時
に
は
″

行

者
ク
に
近

ど

こ

が
あ

り
、

一俊
さ
て
し
き

≡
く
毛
夕
小
，

た
。

主
簿
曲
が
と
憂
予
に
な
っ
た
の
は
、

Ｄ
暦
し
で
あ
り
，

ｔ
Λ
ｔ

て
つ
ほ
と
ん
む
が

、
内
容

ウヽ
し
く
な
い
、

業

ｔ
い
め

が
作

トヮ
れ
て
い
る
。
『
臼
，ズ
マ
リ
ー
の
扶
ｔ
砕
々
は
や
押
磐
讐
尼
』
、

】Ｊ
ヽ
）／
」
化
パ

イ
ａ
〔
長

た
う
も
の
他
ぢ
う
名

最
Ｆ

で
は
、

ゼ
ラ
う
串
ク
を
使

２ヽ
■

に
な
り
、

Ｓ
Ｔ
で
は
、

『
２
少
ク
′
年

■
管
の枚
Ｌ
だ
判寄
じ
（
ｎ
の
オ
し
ン
ン
レ
（共
に
、ス

■
乃
！

一■
１
プ
じ

ク
作
品
じ
が
あ
り

、
六

ラ
ー
で
は

近

年
切
千一ク
マ
／

ス
ト
」
和
ぁ
る
。

こ
こ
で
者
】幻
締
泉
と
く
わ
ｔ
く
あ
げ
ヨ
た
り
に
。竜

作

ヵ
二
と
峡
フヽ
審
玖
ら
公
本
連
夫
登
着
じ
食
料
仰
締
呆
竜

コ
ペ
て
矛
た
い
。
あヽ
作
品
は
、

国
本
の
衣
ヶ
な
い
嘔
立
鬼

守
ｏ
と
と
て
傑
作
で
う
り
、

古
今
の
恐
怖
約
果
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、Ｌ子
ヽヽ
と
に
お
ｔ
ｔ
ろ
い
。

巻
顕

箕

ヽ
ｔ
ｒ

挺
徒
に
？

て
、犠
ｔ
ｈ
田
園
風
長
和
つヽ
つ

ｔ
ｔ
さ
れ
，と

人
公
、電

い沢
客
弔
が
高
雲
豪
ふ
ら
お
り
て
く
る
。

ゼ

】ヽ！こ
ぶ
ド
さ
る
扶
い
タ
イ
ト
レ
。
と
同
時
に
奇
怪
布
者
空
島

白

面
パ
平
Ｒ
各
せ
け
に
ゃ

そ
の
菊
呆
は
、
Ａ
ノな
い
っ

を
こ
の
場

着

〔
ら

、
斉
客

き
で
は
、

サ
イ
守
ン上
壊
分
惑

伊
が
で
て
本
生

岸
偲
森
ど
の
里
会
い
る
む
、ツ
劣
ツ
ク
す
る
湯
函
が
統
く
。

鞠
ル

卜錠
や
合
後

画
を
む
、

前
果
と
し
て
は
、

幼
果
と
し
て
は
わ

歩
の
物

使
め
れ
て
い
う
場
面
が
あ
り
、

悪
協
決
幻

マ

ン
を
う
な
」り
七
る
。

わ
せ
銃
が
赤
」ゲ
け
で
い
る
か
、

説

明
咋
讐
岳
で
あ
う
つヽ
）
。袋

容

待
び
娯
十
島
や
、嵯
つず
、

な
む
の音
響
勅
実
毛
力
る
。

鐘
パ
虫
る
つ
ｔ
ぶぜ係
は
回
の１ヽ、道
具
勾
石
で
あ
る
）
，特

に
つヽ
在
い
の
は
、

ニ
ャ
ｐ
‐

効
果
の
使
い
う

で
あ
る
ガ
役
単
、

柱

木
業
加
が
、

主
ｆ

の
抜
と
剣

ぐ
場
面

で
、

エ
ャ
フ
を
首
に
た
て

て
、

血
ド
政
き
虫
る
場
衝
ま
で
年
レ
貧
督
昼
守
実
）
、

土
匂
と
け

キ
米

マ
“ヤ
ル
ー
ッ
ト
で
撮
ら
へ
て
ｈ
る
わ
け
で
あ
る
。

工顔
小
２
吹

を
け
決
し
て
白
ウヽ
の
振
に
つ
け
る
窃
作
か
鼻
り
、

そ

大ヽ
飛
ん

で
キた
島
水
、ゼ

の
抜
の
肉
を
，
い
隣
す
と
いう
さ
う
し
過
電

が
で
琶
〔て
、か

む
う
く
Ｄ

最
後
に
は
、

昏
ま
で
夢
揚
し
、き

ヽ
Ｌ
小
近
民
の孝
を
う

い
で
あ
る
ま
み
あ
熊
減
場
面
二
琴
い
く
、

相
冴
輸
果
は
十

▲分
で
あ
る
。（
た
だ
ふう
中
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

おヽ
本々
ｑ
千
れ
た

あ
と
骨
に
な
う
幻
は
、な
ん
と
な
く
白
け
る
。

辞
４血
ｅ
ｒ
フ

七

う
」
の
革

に
、ぼ

少ヽ
ぱ
う
に
な
り
、

欧
れ
し
て
し
ま
う
お

時

か
った

の
で
は
な
い
小
．

七
う
う
ん
だ
々
が
、

ど
ん
を
ん
碁
け
て
い
て

遺
々
は
、

キ
設

ウヽ
ｔ
く
、

博
ら
ず
身

と

の
句
虐
Ｌ
に
ヽ
ウ
町
で

あ
る

じ
今
後
、者

の
劫
界
よ
り
、

複
官
効
果
の方
が
寸
莉
）く
な
的

つヽ
日
が
ギ
翌
念
控
首
に
は
、資

作
♂
颯
を
啄

ワヽ
ー
‐
」
で
七
、

オ
ウ
ド
ッ
ク
ス
に
帰
一ラ
マ
も

ウヽ
い
た
い
こ
の
で
あ
，る

。

者

玄
祇
だ
庁蒋
怖
映
画
と
あ
げ
マ
み
よ
う

ｏ

た
に
主

ｔ
屯

拘
石
パ
フ
の
怪
八
に
は
、

ん
そ
卜
し
通

り
、オ

衆
ヱ
座

に
娯
瑠
ｆ
う
隆
ぺ
物
（
マ
ス
ク
と
ｔ
呼
費
じ
ｐ
悲

勃

亡
お

い
た

し
の
で
、中

イ
し
才ヽ
上
頌
代
で
塔
．主

装
の

ロ
サ

イ４
千

Ｑ
ア
技

と
、

マ
ス
ク
と
と
，
た
あ
啄
で
な
層
ク

て
い
た
ク
ト
‐
宋
―
に
な
る
し

、
オ
ざ
ア
私
ｐ
分
ナ
岳
旬

授

し
て
、作

品
白
体

、
つ
ま
ら
な
＜
袴
っ

て
に
ま
だ

。

イ
軍
ザ
リ
ン
は
、ト
ー
キ
ー
と
え

らヽ
，

た
か
、

ヽヽ
の
納

，

を

見

る
そ
つ
た
ず
け
う
の
で
あ

る

。

“知
ら
れ
き
る
像
作
の
｛フ
に
、

Ｂ
パ
ｔ
卜
・ウ
イ
ズ

監
雪
の
Ｐ
だ
逆
床
あ
ら
，
、た
は
飽
轟立
厘
穫

に
む
】曇
骨
亀
督
沓
牧
だ
も
の
Ｒ
若
箸

統
果
に
よ
る
現
象
↑
力
‐ン
、ド

ち
１ン
ち
ひ
げ
装
Ｔ

研
思
畿
体
者
や

、
一員
法
律
い鶴
き
る
と
０
、

他
）
で‐
、会

袋
セ
沐
む
ら
ハ
す
。

あヽ
快
回
は
、

一蔀

ら
人
途

に
し

（
翌
解
費
れ
ず
に
い
た
Ｎ

．
ハ
日
の
コ

ク
ツ
ゆャ
ス
ト

』
の

た
難
偽
作
品
で
あ
，

た
。

や
亨
ン
Ｈヤス
ト
』
で
は
、主

に
、だ

修
ダ
ー
ガ
イ
ス
上
饗
象

と
な
っ

ワふ

り
尺
●
今

ス
」
て
は
、練

ほ

上
益

組
へ
ｈ
て

１１
３
。

こ
の
愛
残
ぼ

だ
貸
環

が
雅
ん
背
り
、

疾
が
的
代
化

り
、

や
怠
ぷ

で
キ
・た
り
す
る
も
の
で
、倉

燦

に
も
憩

ぅ

て
い
る
士
ヱ
ヽ
が
云
イ
ｏ
θ

畳
曖
ら
ヽ
た
占
を
」
の
二
印
で
代

扶
わ
れ
て
い
る
さ
つ
に
、ヽ

工
分
り
傘
勝
帥
誤
口
は
、担

小便

翔
兵
ど
は
別
に
、

い
峻
″
る
オ
カ
レ
ト
と
主
鰹

と
し
た
作
品

が
占
え
る
０
ち
ろ
う
。

し
か
し
、

会
々
と
し
て
は
、

ブ

ラヽ
ン

々
一二
ュタ

ヤヽ」
＋
ざ
盈
Ｌ
一ご

マヽ

真
の
辞
師
吹

と
し
て
Ｋ
ぅで
は
ｔ
中
の
ネ
あ
き
．

芳
雅
万
中
て
は
も
砿
血
私
ど
ヱ
Ｌ
７
」
を
思
い
ｔ
る
吹
二
処



崎
引
判
■
減
州

十
良
泉
抽

マ
ック
・卜
浮Ｈ降Ｌ杉ドに陛際

′
隣 陶しRIナネKと や大Zあ .れ二と

採口7‐Zホ返するヤ氏逸お 客潮7日 ラ

rイ
エB… ■ギマヽ 1と4上 眼 のために 、いれら押 市民食へ が地地には告

訪佐、細しはrじと出し双■Xし ィ鉄であたこ

ととあらためて知ギてホッと寸さ市民造谷」TJう会と柔足

レ.老の場抽号単とに 、破白史o■終ック,大―キ)ヴ
'

|ゴぶろであろう
「/ r I B一 十 ヴマ1 1ンュ屯占祐 で 上映 す

ることにおt)まuに .イ ェ8_汁 ザマtル」が強国唆の

工終ック夫一
キン伊

′
に■と実に晴粛"勺な疑崎と竿ち、

他 の乾現ポオー|ミとでぁると異と嵯ゑる埼tあ る

杓 田牟t灼。そうぃわことばが 徴ンた筆理らtl主

とです。わぜれら森ドE末コホ、
~7=X―じヨンと

ぃナ滞は観く要軸囲あみ、は窃固ぐらぃにしぶ

現強砕さ限そい々 、、からで寸。こと号小
・「/fIB一十ブ

マⅢI〉」は、経詫窃おヽせ3ことのみに主gRゎ、ぁるの

てヽ1よなく、詮、t&t者を、サバでど
1-卜

|レスちせ衆

t寝現す島たぁの第専名にすぎみtlとt うヽ、あS

牟 代/イザEI●な農要 書従 瑠め たて行品虐ぅ

七 める丸 谷第 こにひら拐きと待 背 (レユック)の世

界をと宮,マ毛略 吾|チみtiでtよう。ごうttう煮鯖レ

勝 占内 曳
い揮僧とスク!|一ンの体に探じ寿引ゴ鶴 が不幸r3f

約 軸 あとすま●|`き。ちが国木子tす、日縮

のことのめ に竹ってよt,ま寸。

レ谷し、師 に執切らヤtたさっィ名亀にもう巧貨

文ボントを当こ3こと|ぶ・普加う叢得ことくのに今が1

-るづぺ冬で十。いトレイドミギ‐に与とtをモ瑚

きとれ飲尭率降あ こ静 く、ヽいイル13拘い̀〕t 、ヽき

寸謝たの合 せ々勧衡もの国 に々様識こは、きた

め げ―H恢あ競 に双五邑し、鷲得することによぅて

作られすこ千ィェ0_打 づマt′ン」と感主とtよ、惇畑勘r3

とぅて頒韓 体事民と=部璃■8第 一うとを3子いう。

あ "石夕衛幻怒 をtftの 1手工こ―レヨソですじ

絵 ど眼勘が幸名らき記雄丈した花 メーレョンイ

ェ8-オげマリン」をぜひ駐てヽ、に忙
・
きたし、ど思ぃま

寸。

こ,4各r7日
)



」oFry,An』rews
欲,こ多チ

コう一サ′:手 ツヽヤH右研ば
'し
ょぅとかぃるこの手は。

一 こんな孜ドヒットじて、れ、の名歯も谷Qに 広ま町、
｀
海く日本の2クこ?)に体.によう

を弥 tる 。とtを言うも例の毎日毎日揺ほらに毛lざ斜1で、かきけに人前で名前七吉
うと葛りれ て しようの紀怖 ちヽ乾弘文HザゎW〕は ぃ引Jよ いのだ 。こんなTふ fA―ことが ぁ対
やろ小?とポ持きねが'ち

こう軸 。十~

句タレハーか′ヽ千コ′ヨーす、し十ンサ取セ寄いたコトガ十イ十~

で'も秘守ど文 ,何 もぱ にヤクギ 映 団 に 工々)てぃる バれ た輸 、け 々争 にフまさ晦

ことでtさある。免紛rミ洵さ加減 と、、ったら白ハで毛惑じ毎 弾 ある々 はから権道心
ものた

。
。いい年断■…と駒 こともあるが

｀
、1れが 翅々生を申斐なのた

'6
Fス子>ゲ缶ヵド7カギさ一曽と&ったことtあって、tごう妙ョーじヽ・□κ。とtしのことが

'

雑誌によく萩るとうになった。それを昆ぇ、ィうセ
・
、私が 一絢 めにあこ,たのtを

ヅメ〕一・7ンドリュースだった、Frxr7イJや『モブレミリー」と角度もを見たゎけ、ぁん
tよ」.R.ヒ|レ監督作品也.たんになァ、ときめで感臨と環くしL。 掛々S映画フマレ
になるセt/てものキャれ竹が F■●ンド・オザ・ミューラ_クJと 鶴児ことにあるのにし`、
狂い約めで'もあるのだ

｀
。窃 、LPと理,ti〕ス4Jレを求めたり、その当時考えうる最

大限の努拘をした。喧材の舗 とヽ争ぅfJぃぅにし、擁翼緊津とにマタ、ンクわしわかった
にお、伽 べz放3と 、てれ 3ヽど集まっていない。たた。

、LPのおぼ小牡t〕力と入向
たo日本で碁売されたものはほとんとやってぃるし、輸入毬毛費,た。ミrッ 角ル・ス
ターとしてが験に惚娘 いたたあたと思ぅ。

X横 蚤 縄 竜揺 ダ1潜 最 1沼 森 離 払 鎖 亀黙 薫 ご
F胡物 蝉鞠 公暉卜A長、at由小ら、こ去小ってぃるじ1急白身ゎヮマン雑養毛熱tじttiれ
本体くを,ヱじキ.■台う、1共舌程鼻ち■ってL チヾぃ。文tLtt、篭銘竜払ほしたと申け
ば いざ始ぜ買宝tl執揚ことや、〒レビ

・
のスペレャ1レ者笠lⅢ昧ギ機去じzぃる。こちらに

前翌遠拍文ド体、ヽ 『ッと11…~7>ド`1・―ス・ち8f7」と亀や糧た、ヽものに 。` てうをれば
'

あこい具谷も技hるゎとぃうもの忙｀

二々,に'′
いどに

~ノ
ィン・レ7-と 工し、格性 こづ烏 返 零ともら,Lこ とし務お.稀 一、乃
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イ
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歌上っきらの7.・ぁる。
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執ギせ叶のたと
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選もだtぁ
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はツとヽl―K・・あもat積 論 は無液嫌るのド 宅め

この人tホ的 人ヽで約きの、ミェーじれし,スタ_であるが
',とうしめまぶ白翁フ▼乍品と輸

でう霞じてt、イ禄ぃ。Pボ_ィフレレド」は トャイッギー.年子47主7tげ訪Jltt―ド11-、曜持メ
ロット掛崎r市卒s拭.し、ァドゲレーギ、でぃず悔 イメーツパずM死 もヽ化.寸灼でヽしき,たこ
と陥 ちがるぃけれで,、レコートとPHRくたびに恩うことなのた・。ずざ札ド■_のEttはワじ内?
セう47Ч賃めと他人のイ年品と谷オ町ッ十tレ作品でスターの座をっかんでけ其った 9ヽする

のに'小ら、7漂 早"ずaギ生―十一!よRッツ7オ 1 いい銘掛置ひ.
そんち壱Rでヽ.『共tt一☆L・ンズdや Ftfぅとド・オザ・ミr世杓ク」とのR会 の畳とじ各

うにして、島今8このご
・
3“私ら。

…・・
とここで 終 拘弓手建!そ・あったゎや、このr7R孤 ,日、NHKそ ・

耶 せ汽止`rレュ

リー・7ンドtl L―ス ・レヨウdと 移又 し寺ったのでr舛じt、ヽ照 こぃ。レョ的作 tl tこ小ttては
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レレづ
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゛
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郵鵡☆引卜駐 ,い〕手 終井吉各
冬し3tn素 が  あ のノ物 孝也毛 、じこぬらし屯 略

考れをつ及斜ホ ty_日 待せのでしょうふ

私 私 が  ゑ の胸 にあふれた時

それをけとtを 捷 をと解8杉)でしょう小
台隆ヽヽ 教 波 nfsL  生 する,て
な毎 って 耐 rぁことなの

44年に敢山内にr張の代拓」は、たち孝ちの内にし、ントし、その年のL・/卜貨と隻指し、

薙 として家 めヽ功けに 。 一一―
・
;身生ルt,手。ォる う義‖信号を初紛て範,たの1ょ、誤直|なら傘〒レビであった。■年に

衆象これにF集口孝なとでの役年には,夕L在のよわれを丘感1●F3く著 し々lLた(当路26
オ)。名ぃ、この作品颯新tし、化 に拍熟 たヽ髄 したなぃが 、この作品の,レt'子こそ、私
のいの中に生き純 るのである。寝日多村』に往く作品は、てのほとんととオこtる。NHK
大】可ドうマ『竜品がいく』ハの出浪が 、い血て・じ小牡ル帆乏いキかっ十こ(けたくと屯)待と
と、化材 ちの内に弔 ビ・字レントにt/1し去った 。びとぃぢて畑 への娯浪が`舛なくわっ

た数で1きたい。4・3年tミコ年tふ役祇にと,て、一つの転換枠昭ある】引ホ、3末 とtけみヽヽ想、
文の角とは旬母撮.てぃるこ動 基身はジきtスけなくない。L↑ヽもてのほとんと・谷期 以上
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があt〕、キセの物 とう宝じてし、に。
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｀
らしく、務
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であt〕,れ占受ねlmttitぁ (2ft.往 年ド残建特おことは佑られてヽ、る。これは、偶像
をれらやSせる孝難 あるう。理年、峡凸にもをt〕、υl手確 きをふこしに。し●Xt.セの
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|〕執よ一口て・1さぃえるt 1ヽ3とtばら明ヽた,張猛身で、これ強 くィは が各t のヽがさ弟しИ。
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頂口告推との代長も・3TB御 占ご
う
音につヽ1てJと能ぃに官Fll、再び共表文 13じに、
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称とをわす品ォゴしtl子っ往年にとぅ又歌ことはドラマ7。あt〕、日央働なのである。現在、しさし

鞘猪と辞繁&ど階 挫鑑鉛!薔盤慈
そ止なのイ其―ッ 白鳴の役で登場 やる。な食、1以!子77ンにとっては、サごじ愚せし1の幹 が

'

閣t十るわttであⅢl、成功と醍 わずtしtちにf3、ヽのである。

う熱五私のをも ■もあの声も
私の密を 、わヽレQさ (内f卜い

る拘伍ヽこ仁しく  mじが〔k起ヵ及t寸き……

BR凸『化の社るJょ1〕!りlチのイメーリ
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ThF SENTO bン に N

で己小に召1はあt,春tん 小? と我 したところ、夕逢始ところにあるも灯で、さって(
耗の環めえヽを々、しめる。、t、 tし 、化 ぃた 。すッヽメB中いのこ従 界_ことに
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で、日ことそを手to h脱 ぬ 所 lt皐歌え・ご

tま
小ら えば

｀
ィ廠 ・し、ぃ。一つ。晴 淵 せとし

て生とそしも歌たらくとぃいせそ毛らわ)よ、報拘ムろ1母ヽ 1の乾8醜 法もしろくおし、
じ,r3ぃゎ、17_fがか十でわにしてもぃい。何こ事の名とのな′'り の中r コヾの螺せ。さ
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・で8fT~こう。
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乙慈均ゃし始ラ子ち押ル、じズ午tか 抑 くし、レ巴ミくムノも、澤 聞こ予あ 所 3fLと やつ 髪近暴

EPが歌ぃ各豊t■は触 十ご使 じとわ、動 世零への視人 は。眸 し何 任tl・に時 はそくるかし挽

わい。十私Лw升ド虫てくるぶ 客掛功mら ない。この1時 閣 花こらの世界の中で 色`久域ヱ(らありy

邸静 ―。 芝う 。人楓峨 挽め 物 内 にはォヒMキ の述び孝 rJのぅ▼汀1
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あのツ切・ギllッレス袴っ■『十ゾキボtレトどで榊ほこくムたではr3tぃ。どのKENt文 。
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縁購体車上欣 の寄り膚レシンい。習猟はそのは、を1ュu■ザ浄一もへづ9 ′`をことで右名
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ズのコげイド小ら。十吾AJャごかん十どといっそも、1ぎくらのば Jド塚掬Mこ、3体化ちの目たと眼
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生
き
て
き
た
。
「
〕う
生
督
た
い
ゴ

一う
生
き
る
し
か

な

い
の
か

、
と
。

心
各
て
と
も
抑
才
前

の
教
卒
た
ち
が
■
不
を
と
と
象
め
な
く

な
クた
の
は
雄
か
だ
が
、

教
な
り
人
生
論
が
逆
依
本れ
た
こヽ

と
最
終
的
に
擁
無
本と
る
の
は
、山

本
リ
ンダ
で
あ
る
。
リ
シ

プ
は
土
二
索
と
と
も
に
ぜ
シ
マ
イ
作
掛
け
の
フ
一フシ
ス
人
彰
こ
化

ギ
。
イ
の
歌
角
で，や
り
，た

悟
退
捜
に
耳
を
寸
手
し
さ
ん
す

化
ば

、
い
っ

た
い
な
午
ざ
何
と

し
て
い
る

の
か
が

わ

か
る
は
ず
だ
っ

男

と，
う
が
「花

と

か
か
え
三

唇
こ
た

た
く
」
の
け

岬ノョ
ｔ
と
メ
リ
‐

さ
ん
の
生
螢
ズ
映
臼
の
世
界

の
で
き
ご
と
だ

。
り
＞
ダ
は

コ
つ
た
し

な
リ
ズ
幸
Ｌ
を
迄
枚
す
る
た
の
に
や
っ
て
き
た
キ
古
な
り
の
使

老
需
は
な
い
小
し
、

わ
め
ぼ
く
ほ
愚

ラた
の
背
が

、
差
（は
役
士
は

な
い士
ア
換
臼
と
同
様
の
、

約
年
時
代
●
り
の
使
者

だ
っ

た
の
た
。

歌
小
ら
ス
生
を
ヒ
依
す
る
」ヽと
は
あ
る
者
じ味
で
は
ふ
免
味
よ
い

う
の
た
。

遇
夫
な
数
各
年
つ
ち
ひ
し
パ
れ
屯
象
台
う
け
な
ん

峡期
新
錦
汀
推
陣〕梅筆
申認
緩
餌
席ジ

れ
さ
せ
て
、た

ば
幼
年
森
べ
の
終
僣
づ
行
動
の
よ
う
こ
ぴ
と
か
さ
に

て
る
に
す
ゴ
な
い
も
の
と
な
る
。だ
が
、歌

な
ら
人
生
を
セ
枚
す
る

こ
と
は
可
能
に
し
て
も
、生

活
↑
う
人
生
と
迄
次
す
る
〕ヽと
ま
で

も
が
可
能
を
ろ
う
か
。

森
官
率
は
数
う
。
き
だ
く
古
く
さ
い
感
‘性
に
支
配
さ
れ
た
致

と
、イ
２
奮
床
に
免
ザ
か
七
ず
に
歌
う
。
「先
生
」
の
侯
雑
さ
は
、

麺
の
麻
唇
」ゼ
体
谷
つヽ
ｔ
の
だ
と
呼
フ
の
が
、

ち
ょ
っと
じ
を
こ

ゴ
す
球
レ
さ
ん
す
れ
ば
需
ろ
う
こ
い
う
も
の
だ
。
月先
生
」つ笙

紀
的
ツ
を
一
ざ
七
ン
は
，ヌ

客
と
洒
第
に
く
て
り
つけ
る
。

彼
ら

と
理
解
し
、徳
ら
を
長
ぢ
若
若
お
む
む
」ヽに
も
い
な
し、
と
い
う
告
一

持
と
、ヽ
）わ】で
役
ら
は
さ
れ
せ
る
とヽ
が
で
き
る
の
だ
。
伺
せ
べ
り

歌
牟
０
つ
う
で
は
止
ギ
技
ね
力
長
と
も
つ
と
〔昌
手
の
手
２
●
ク

は
、
し
ら
ふ
の
若
若
に
あヽ
裾
維
さ
を
免
ザ
か
せ
な
い
と
い
っ
７

ク
ロ
バ
ット
に
さ
主
げ
クヽ
れ
る
の
た
。
こ
れ
け
往
４
の
「否
子
」
で
あ

る
ば
力、
り
で
な
く
、
３
つ
た
し
の
不
幸
だ
。

コ
２
苫
か
ら
■不
平
」を
造
技
し
た
結
果
が
、
コ
つ
た
」を
不
幸
・

に
す
る
の
は
、

つ
い
に
生
兆
↑
り
人
生
の
追
故
で
き
な
い事
実

と
ぼ
体
し
て
いる
の
だ
つ
宅

山
口
石
窓
の
発
台
不
ハ
の
コ
ケ
ッ

ト
リ
ー
や
構
日
痔
手
？
〕き
，しゃ
く
れ
訳
り
や
蔵
上
あ
ぐ
み
の

ひ
Ｌ
げ
た
表
幅
は
、
「不
幸
」
の
造
枚
キヽ
れ
た
黎
に
対
す
る
中
り
を

ち
と
、
ｐ
つ
た
」
の
「
不
幸
入
の
せ
い
いっ
け
い
の
売
鵠
を
表
り
し

て
い
る
の
だ
と
、ぼ

ふ

ｓ
い
た
しヽ
。
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告し幌鍵 坊GVA
士ギレコード屋持角へtってr己こn孝崎,」とぃうしPのッ、竹、′卜とよよう。そこにいるキョ

トンとし化Bの低a子、 それド乙起h々 世。写真を撮った魚と、写真dく僣こと'経山他
念。ぃとはゃ11のrネ′市イBR盈」やrずИ対

・―lt/」等ゲ予ば畜誌n畜離 ゃんも舗 こ
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詠毎化ボセ的屯島
ゑ 何をさ」臓ん、、、、ぃ
ぃ山れ、卜止「と 崎 されてもいヽヽ

こ角お、ちょっとドキ、た眼 し字れこ孜と〒ビューぃ良 …萄眼孜ぃ●ガttそぃるい
|き、考ぼ 慈去だと宮″【しまえば

'て
れ孝で把路ヾ 、御“n歌 にて角ね秘統払とっき

装Hて、あしろ食ぇ球混たしたものと鰐じさせる。
坊 ろし、1うオ公4の手がは、石感こぬてこル!卜i孜と破。た11したら共毛午懇、ヽが、

/ft

ィド感唯杉xセ支こあたことこなるで楽1てわ没,tギ
｀
、無毒・店に、業 と々、セK

じ妹 こヽも新人致牟らしく一計輸 に歌 ってはヽる幸にこと、帽Kらtユドキ、ァとことられ
ているいではないぶ。セれ、な設笥の銀 力国解げぃ寸A ぶヽい'あ無急点で・1よおく、
Z触 敢密敢抽既漱よfia名 阻と字携く駐ヒ書t喪沸ゃかに電下してぃ寄勧は
うに、旧kに 各ヽ忌茄こ十品とぃ。紋f体 ホてらく″何も介も(牝Lて〉にヽるのた|。

さ↓セ路卜 念 執品でヽ       ヽ

身ln私が畳と境ぶへ
末をfa的に た をLLぬ弓ほ

魚磁おえ  求 ォAょ
く能hふ ェロ1オめたとと無され 、事核イtlヘッ想l レ々n―負に組出入れ力●f3

がら、山Ba各 小fィ比t〕網はti転をきんでて戯 るの1孝奮主に憩ら意による。第 で使
ぃ者生じてぃ←徳“ド 、剰よヽ世あヽる料をや嶋ぬをってし孝玲Aに 。軒41体、ぃや:黎

4ヒ磁Lギ像見れ朝酌4常 1を神岡であることと、往低降こ建偽卜梶振↓マ しをった
Q把納 ふ。

減 れば
・
、 セ崎 博セt竜 抽 へ地 孝:1せヮ化 η小毛始 hfTい 。舶 って悌 っ←考

F、 とこ孝でも行 小推ば 存耽あ権命を負つnヨい。

そばに酷れば  マ 1ギに属にば
佃tt怖くおい

く社 aヽ く とばヽに露るのゼD ttln歌 抑態、てもね弁の く瑠)のイメT

繰括評経済逮辞う偽札後と総艇鉄路抗爛
るい ― と、ヽあたれ にこ ろ4KH、 一

費 して支われ の世 。てれ 降 在 n鶴 熔 の世 零 に

他丸品化、ヽ。 (あ作に) キヽ具徐角 控徹でたく、ただ くムお化 )にすざ々

ぃQ役 。 欣 ぶ篭t たヽの、4、 後 舎の世弔と塩触仁孝キ耽 名るけta務 Ⅲ務
に対文 であ,仁外小し駒 れ/3いo

地 (′均4, ?.22)
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★拙四尭みち中ら■

ず 、名筑がぃぃ:弾性障ねヒ乞。雅tr私 の乞し、名ュ「二をスミレ」暗色も、り
ボン」とやに防角うコtレ。ス千―ツ枚名と安色。xttt4、エンンJレ。r、ットなん
て
鱗 溢 鷲 、

ヽ
縛 R秘

承
メ
轡 1糖 軽 私

・

機 名ヽ芦 徹t安瑠岳換試
号を私騒諮桜

、
名吾玄試頃野三十脚、ヤゴ。Y_t｀わいわ的tt小、 オ負町 多十ぺ'

備 が mと き小せてるので亀にくね十ぃ rヽ )オロ_:

一戦浪ィ年一

★ qら、6,30Pと とぬき』=差 と手象 Dひ 弓氷 ・デ 回竜付子
キ93、q.15『さH4対碍暫在』主主 ,中公1氏傾み

■のを卒14、歌4と鞠能と″衛幻昭蕉屯おいけ任ηで1で虫て,に階8駐わせlt。
オ々 ら、Ю、q～ q4.、4n t2 ―々tぃ日本千しじめ牝竹フくて持ュ伸1作=牛盗吾忌
多枠 樋口白碓

採単壕致子と押【rと、魅 女1務場。3子とを手a?ぅスのrt位し、」が茄ぃl靖。

懇1轡鮪蒲軟駿椛、
r離勝B頓世、たJ。ゴとN丼宅

崎女紙・れ阻マキ子・管R革 一。後ネし
口ざ′・吉日文L・指師白前・夫る陥揮・7《朝益己なと・q―宮ヒじ桟占―で郵
虫てきて 、歌 鮮 黒 奏 &存 杵 下町 ふ 一ムドう貿 。 あ <」確 tぃ 小ヽ tギんf謙 1作冬

夜 時 、 T88nふ ―ムドぅマ 屯 コ竹1■tズ 捻 F良。早ぃ託 、章子 と目子の高議 理単に

タイミレイL岱 地て作 ったのだ 。
オq3.ti、3rひ とっNのミ醍ュ士韻 こ森担億 仁、古求長子
汁q4‐・4.2q L酪 ぁと小玲継 孜が』と表 =れ 田・吉訳
この必本で1よゃ▼てんっくてん』の種菫食が、ち、坊唐もうまくる〔〕、オーt -ヾ7ク トと

r＼キr、キじ化七tpが 砲白いのに 。`
オ句4.5、2o Fを、ヽg先生断q摂へ耗二と、ぜ

″
こて巧)に ギストЦ圭

汁q4_今 ゃ?ヱ3『求は権で千』(a本 〒じぜ)て、はラ年レギf声 らじぃが 、窄 にし

て 1口も私にことおい。降敏 もヽ,■、『素追kで千」ハ後も、tうままってぃ書ari。

10n暫 _卜a『と作tlのと佑ti〕伍 縫めのじ栞
1壺十七aに

｀
。ttj弓先もNT7(日 本記ど)。
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Lた上のTVポ 熙働出浪の中(1よ̀ 相手tl「S康ねあひ 、後 ぞ其がJが
｀
し、しtaさす。「てん

-7くこ,J」での森昌チヒη」>ビも面白い,fi a
ぷ運頭をtべ【祐苗 。『態t4枚課後atた 滋記っと、灯卜は、弓本とt品村表一重

首で、14年ごとにそ駐も点空くるる。このあ神1、な付のっ。Bゲラム・ビク4_7f仁家の
臼あにしnせc Cttt手枚饗て生』1を、なわゥエうもおヽヽ、で、に めヽる 駐々化1った 。市相閉
キ共約tl・ぃ封弛ふ賀3.托 転に略弓ム′。

ラ子ちゃるのTv詢 虫〕最lょ十手灼〔子掩Nふ Tそ NWの 「スター散塾r」ミ拍靖々 住に置草
神第角ボは湯し【白後 、RじくNttVa森 口宙 仁のり1-ズと4_8当t/7る地 ギrf_拭
Fス●―誕生:」aD°ロギェ式 _こ祥R志 怒博 う)に、往“tマ体弘 !瑠せ』tゑ住
長)ぬレギュチ Lを使、Hとしヽと幹じ沐帆化という。て1孝で,終をってぃセド 、籠る、貨
盟也ギ.十=どじ qら年の歌 教に『本とい!母だ8出のギストとしスよ素寸3とぃ
う秘 が あ.2、 こち弓じ孝抑駐じta小 もしlhず 、 Bれ が 、下Vド 沢 のギじェーこは1

てらぃわね、すで、あ8・札a」レビぃ、ぃマ食わ陣理いス〒一ツ`へと密丸て、、る的
tt十卜のに1。

 歩子、ドn永にしヽわコンビ`。
とのイ生.叱 め くてん』ηレギ最 一。『て灼9くてんJが 十だ m白ぃ小とぃぅと、こ

れ キヽ 、存じり,■`勇 く本一ムドうマ )と顕“年って作ぃ小崎。
~rDう

の r臨献そィよ」(れ
と1を.卜く佃ヱるttで、各ろ,をtl卑噴存の1ビ。,七註―f―のキほ急志はFll PM凸

ら確 あ名ジ祖レ』砲推
・、じョー組 と一手にひきⅢ■ZいるNT7の h′7■コ

°色ギ・―寸-7_H・、と

ぃぅことぃ、Fてんっくてるユも、当想 、レョー熱 Y_してィ牛られたわl十角りに`。T98o

よ―ょドぅマtょ、化に ひさえtiくしヽギう的功欽 中で (結い,ばぃ〉ッリr 夕ヾ+3ので1.

魚ポニるだ 1`+ゅt仰 、及んは 、あ何おに1 ■ヾ及たいに'悩ん博!〕、ムキにち,ktば隠の

やl glイライう奇る!「 生にちは、こんなlこもいっし卜わttんあしヽやってま寸生書zます」と
ヽヽわぷトズぶ鼻もち化られぃ。ムキtゴ角 ヤS/tょ取ん始花ネ▼とすa-1

井          キ           キ

主草子第 々の建斉力とぃう分 、おか しごtよ、 ど のオ生r ~ヾ・Tク トと、五歩畜 /ヾラヽ /ヽ、rゃれ詠

花い。妄卒が 、平力晏 名 ンゃ→ぼ静キ の時動物時にとやるの私たら、マにおW

灘 鮮み3気客s蛤擁云釜是篤♂散乱t皆鎌、檎乱、屯係
缶々●Xf3い卜ヽ そta r8A/に,そtbオ. '格 げ re ttxtく ch, 格 ばre

B御 】 ぃし an d  路 は're  M i n e―
 ( l Jレ 撮 々一

B Y O L L k  S i X t t e t n》

電居tふとにヽうと、_む 、じょ―にせほじみてて、及 んっくてんJでのゑ昌手とaコレじは、

導オaく tデt十〉と くつ,こ泳〉私たぃお、ヘレな碗白章があぅに的tt。役ャ1ょ、釈

B公中壊 1よ、難 11野にぃて、 あarミ内扶たぃに追力あるセt〕フ回じtな、者に
れw☆ど。ぁの′く角f れヾじさ、迄す1、Itttレギーにtと、こ直し、って 、貌Maけ です。
″口そL っヽて、おれヽじ玲このコ丁ふnに 。`徒4白今「あにし、ヘレれ“のコのままでぃい
のトォF上と白覚1してぃる使 、ヽやっtず̀〕、 ヘ レ“任のコです。
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― C下 ―一

あチ嬉輸神1打
°・ス私ックa CF〕ず〔1ンのこ丁｀

  と 、 みんな、′せnみたぃなれ!ぜ
みたい仏大きな□こあt寸てめ白ぃ。優准蔀嗅が新缶化 、御 レし露チの強一能洛
ようしく1」aコ代白七やってます。

一一 レコード ー

を手ちゃんa母奥tよ.へ つ々 ノヽ+3ことそ、1ホ`ノーヘキの或旺博畝代チ・ほぃ免じヽェレよt〕
tよマッと瞑も、孝マ.やっift〕ヘタ9 /`作■。昭を物認」佑んflkは、い男卜11も
十じ―ツaンの名パ 、はるかに編 ■ヽろぐ功し、。出1宮れ1を_う孝ふa世ち ,al●へ
存で屯、身輪司のひとっっとっtを、他 ぃと・●fT歌 牟卜t,もOR盛 に鶴萱とにる。

弦 色ポ |ドン」他け1よ、1豚形も尊格とギぅスが説チょくて、わt,たぃぃ出ぉの砕
r、キr、矢D残ゎこを子ちゃん、こビッタ11。好許1付叶tよ争,一!しストンのマレレヽジで、もえtttt、

のだ。聞卜し、づりrじ・レコーギ々 ンゲとよく食うのは、ゎら1却3へ今? /`な紳 。

《強eし、りヾ ン F解 終 x ttD公 ― x村 田幸予 》
G

いせ にらびく 書 いぅぃ'lド レ ホぶェ とぃけ_3 与ぜ恥与tず
下

論す皆神べ培にや こ●わh上 し氷そい■くに ぃゼ 1ヽひ
亀し

ａ

ｃ

ヽヽ 七Lぃ 。ド あキほと島 と  な こ 表 に 、、qょ

争 F

夕歩傷易ザ金ジネ■己 警LFう 事手持イサ
ン

F3a   チ ,そ口そ い

一 能 論 一

鞠 幸ネ主浪で吉春剰選法ミューン市tし.コXキ をて仁]パ書たT`『 十ぃ′?」a tt夕‐

馬ツソ ムヽ称にぶを、∧レfど“あ紀がいいと思う1+で十~'誰小支働あるぶ717

-蛇
L一

いい年眠 、ンとレコ在レ`レじ7忙 イ`ゲ券ス世一一体とと強し、そ、ぃ3のは、
~Pホ

らし
ても私っとも十れ、こと十三`と、白命でヽt輸 ってt、るつttl。1■ど、てが手ことは気t3
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DfA のヽた`。二定体、ぃゎ廃 :募勲としヽヵか、ォトすセちのD残にt/1均ちうや、「そげど中乙
ω後に哲kものをし。升陥 、ひとく重響的におって、めて■とか 「労 をさ!十Jる炊
の1な。■ザロンたリパ邪 健りと、世常じみてぃて、酔内ぉ上ネト衣が8窯いの花ギカ
Bギ  つ手、オトすたちの方が、最414仰 短乃ギ者・紳,均 なくて,コドこたちの方科
春ともに

1。

縞設戦lttn鷲随盤 島盟亀と子モ蟹躍tt免ス
ク雛;斜懸

t盟
憔畔球解転げ銚そ偽 、スタッ殺働

紘 鎧洗Ⅲ叡颯軌路肇モ3岳じ話急占“者y科巳・号、
f彰
岳こごと鶏 こめLt珠:ェi縄描義鍔祐概堪譜l翼統ふ謡貨絶。7ゲ

そ橘 補F秘繊 諮
ヽ
軌 甘せ賛硫 舌蛸犠

哲譜及揮魂`キのコたちが、断洋一r西争一rとo名式リコ食去党的に、
喪人にr山□己ミ晩んとお夜博ちtこ埼る公」t ぁヽt〕、景たに1よ「社日身手と申る

ムJがある。この手fイ駒 だ。早ぃ者 、こ的わことは、フマン課報のあtlよう1弾
でることお確 、ヽ歯孫おぃALiさとォでもしヽLりです。設にも文向Jよ云的む各Ir

てq4‐.暑.8)

カ フ功 ③ by GYA

ン〕あ、ヽ世 、新 魚強 約 れにキ けM彫 河式 本 で浅 峠 ぉ ぶ
Br弓

尚 "|」 客 に た。
マ組各途沖そ詠 きってしキ文 、つ屯吉 、こぅっ.1ミゃぃたの■ 6

r ―`も し`し`いR的 ェ」

ねLネれヽ体tla唯め的坊ず沈Jは乱 せ 。鋒ヵヱ輸 、と懇ってじきわ。弔lL・tホ写召
fRttい…とし的まそは

‐
、′本論おLワ汗ヨド、rサ河比Jに配すな爾め、お軸 、卜l,ta能

くなで 何酸ヤ路)4Blをあt〕、色身ボ頼 悌っヱ、キも、け体し■年博.
礎朔あ畑陰購 ,ftコ が好とそ  し 、っt,拘 ザ均コ功
身体 に態し、か島 止 ↓ぉって名っても ぃ っも,坊 式ょ ザカ
乏、マトぃろ ゃ クヱ菜る,K宮わ
孝ぁっ屯なが  ぁ ねじ、こ雑るまで
あたぃ中fミコ止めるぃち 北 ずヵず力ずゎずん

還薔慾ご潔概嶽押麗援協所黙稜?雛
tⅢ宝島ず、御単に終に 、神41Rて回亀tることにお,た刃蕉崎花こ、訪いてきにち _午ン
にば /ヽtlとつS世やく。 A71_



r安塊1牟tイ化、写‐キぅでヽ無韓ミ1】込まれらゃ心均をぃョJ
それでも、子供とあゃし7」がら孫静☆染してぅなのた。。男というのはジにしぃもんた86

稚ああん提 眸 嘱が悔程で  (め t Hmmm… ,

在 らのこと′手物ド 権 ,kぁかけで  し 、っも出へh rR・い

あるfこがぁにぃの 義 た堺■■と

をぶba lfチ孝で  ぉ 洒容める手でヽ
あたい 嘱LLぬ作、`わ 日mm  Rmm m、 ―.

泌 t/さん/7げ ヤしに、収と魂,そ、速 わで しにlt率らネこβ後に1ヤ他tLゃる
ことがラめんに・Jと 本 額小化たみる。それでもや,tず̀〕、ね の七ヽとじの中
で13、そも、花造らているとき、セ●T3 じヽ中を老っと客ぇ 、格で11出孜ってくにろ

4ZSI湧ヽっコ紋にはぃ

後のあん韓tt そてガボt子とでヽ い?もズ
・
ビだじ台

下弁くセ竹μ費、お と し作ってぃっそも  ヽラ宅ズじだじだh
あ炒しがあ化ぃの 汐 かなもいい0段と   ・
ラ花夕れじそ  行零丁てく畝:ろ奪マr

あ伸 民、キユ粉ィ丁ぃね  で じだじでじだじtだh
そ・ゎtど(tt】託ちをかこ終じてネとをもk路わ。峰魚('あぃ↓をつく↑も角サギ子ぃ。r_ずれず角J

n筑 挙とぃ詠tぃ |し。セ明ュ巧黎ってく性 命の年1を、そ灸準をFみたぃに長論 妥 、ば
｀

くtよきた、ひときぬ&ぃ 止急とっくのt 。`

(r14.r7.23 つ

打 一 也 ン オ rヾ午 yS森 3チ   呼 M.q.MA□

夜投蝉むを,多B七 代手.昭w足レェンとつザく、乞亀 "く =コヤれで 、
~iヤ

し一・ンーンスント■夫

L々z、 ■ぅ_打ちじ7に年中抜 虫t/z、秋牛で、もなぃようを、ね首駐てiノおしまうた奮
徐の如臨 ヵ呵ィコちゃんtよ博亀■ヽ

・
。告説争5モし、。ば

'く
によ、こういうのこ《,一也レ和ミ

ケ》と呼促 。ぃる制ぼ。で 、セれに比べるヒ、森目手たoこのtホ.ヶスキ呼1ざわt〕され
をがら、ある毎た作t〕あtギられすし千町タイメーンをみ1物 にしr手がらも、4で も.
本ちにココロがあ`るよ。ス千ず炉置&f滋 和場ギ

・
、ほとんで改 府旨心めぶにでB民モて、

ゎれtよやっ、ず,〕くfrFtlフう〉じヽ たくて,つ和はうが竹ぃから、当t〕前のかッコFtHtt t〕前にp民
っ23″抗」とeう。生z郡 .ッうだ砕DRったし〕くDR27の句ラーイっtヤそ塩 しま通確
考え弓恵るいもの陥_:セのくせ、茅調鮨算し☆、ガスでも、と・んわ口駐tコこ徒 きさん帥 ら
十丸 よヽ。秘敏け竹発声、急転.後谷にち、すべそ乞合にコ峰 のt衿吟花イ的。枚弦
や角ッ巧F_っ1するとますとすをっくt)。針 も、々寄に編竹じギ

｀
、仁ti―「vむ化汽のDRをさ(せけ

で.セれ化との手まコピィできまのにりら奇耐鵡勺。ぃじfごぁぃ孜も老うだtすむ、物 きいの

ぅ各い黎白ょ翼郷野に_と ぃ的晦 iキむ。ち胸よちがう。し才をもいいよう均B奥し、六て、は
おくて,牽軽計禄のfど6&谷掬七各パ ツ3-さんがコU/fがう孝ぃとホえてる1すど、コ歓 ぶ

｀

できる,そのtキイ含☆らのに 。`農呂手のものまいのレコード作〕ヱ香率す“ヒ財tifrRご店r
及″)くてん』みzてt.せ店らのか。控わのうヽ、てれとし、力文字の新でt台か白'までコ軍
じ宅るの小shもヽんらい。終■―と止 ★々うつつ-2・ヽ.ヒエ女ッヽ`/.午―ムに為成をう7」介んじth.



●報上場ネ ●不悪兼o回 の方筆境 ・
・鏡蹴 日抑臨 ・

老4「煮∽いうゃん気をっt―lk」という六こ峡回tうがあった。その中で、士慈 のま君は、
人生には、3つの理パウんと考えた。ゴマ烈〕理こ居直t,型と迷!と世 。て灰 、奮私tょ

ゴマ古らギ
｀
、たこL台

“
、迷1ギ虫営ギ、珠4の人生は。名ぃものだろうか、と′悩志のだ七程

の始 を、どうだろわtl・?と 再、と健拘aそう、栓IⅢ.内tじは
｀
尾直13型々でヽた勧!ょ

uゴ・

マコ1=型
″
竹ろう。そに 、ほと|〕し

｀
逃せ聖

″
にあこがMに し1る。行は`〕も.R更虫に,あこ

敵 ぃる,と揮崎例だ。布iもでき十
い
、白戒するのと行ってtiる催1よ、とに命く、献ケ数に

あこが内てぃるのだ。身4の A生七伍 .幼 そヽもしヽいのだ。去拭 日触軒ること1ぜr:

てばがR比虫上に、、っもあ がヽ"そぶ訂とβ、萩酌性格さム刀政凸にあとがれる。師に。
梨チに.あ卦 仏ん。q階、、あレち(ぃう』に『熙ぃ六的 にあとが向わ。ヮ|〕一カメうに後
4動オ!〕にあこがれる。そ灰 、今、経急3.ヰ 上]島,kの我に、料こと同じ、L らヽをぅた能

物 あとがれttご くぼじマじ孝うのだど

じぅとしていたら白窯 uいイ「tt。そ燦 tも、何もそ・をギ!白頭員【又そ干くのセぞFってぃる。

ウトはB父雪ゼ.タトに理的ば
1、
名さで●ばしだ 。赴たに鵡ぃに 千々こうと縛っても、Rの中

で昨年ぶおぃ。論にズリラ鴨的におぅそ、縦 刊義のょうに鉢,こ1文幌め。力中く想(

1ことえ品ば
｀
、なせ埼■鍵ボ峡て確 、2メ物 仲セさこかぶる。てhそ・も.るんをぶギニ`トヽ

る。衛 には現もi修均倍い。楓■t犠うだit世.その内、在にイ3ってゃ
｀
孜ん4t 佑ヽ(おり、

縁どとし8碍,7行 く。輩そ・とを、有ラスが ,泌 こ!めにしヱ、宅疑 ぃる。ウとのようfJ恙

人は、あぱ Q&み 切11の向うt亀、力 日いヱ.31す ぎろ丸車と行つ.遮 転 が上

句、思Jl向t、た・lrtlt.tっ のなに小、抑 顔と阪いる。A生は.2たわr3しりだ
・…6れ

て持おべじミラ頓kH々rび残 と、衛茂も、衛茂も.白隻阪1ィ千(。 悌 、で今寸̀〕ギいい
府にい。衛らの都乙の勧 中の自分にたギ岐 升ろ。往la、日芝以げギ:と言ぅ小もし
れたぃ。〔せとヽ 1?」と在 。 ここヘミT!」と従 .

べじミス予的つ殻 の離 の国から離抑田どユ とっ明こぅもあti、とうにもぞ1きF7い

労挙こから、考の中へ郎各笛に`■ じっとうギ(争ってぃるよt)、lⅢ郁 丁.1をろかわ、馳価
ら体国へ使虫化■L覇 晏電第に鵜とさ内る新に、捷へ、転へ、R乾1体|ること使 !`!ィ犠あ
臼 、並 虫十どriで ゎ。があ 日のそ千こつくとの卑ヱは? 相 ポ)、ぺとミス詣 レヽ?仏 閣確め

aだ 。とk表 に.R比虫とする。鱈臨夕団へたとt,っこ・と転tiっっも。とうしイ3きギ、
ゼ肌ゴ手`)老うにぼじそ、密楚のロ ト ・.……。

C鳴4.6.9,)

●閣歳の回ま封訴“tじ

ィ!ラをと

範

2°k理
罪品諾揮降路十る小た。



一 不 可能 へ対と域 。一
時YoTA9“)

・r独落潮籠練義」は七毒楽 理臣のぉぃ、防屯留卜のと代ヱおぃメ名?名 るもい。劫曳由
孫略.面茂蛇能化た。物 をF.鞠 『夫献廃録別m捻繭 鶴 」ざぺ R茎の協超触
義 n鳴 J ttb国民社1,壌 彰 職 他 「B杓 滝 年 1お ぃ 岬 国 」駄峰き転 ,謀 完 吟 じ

げ号千レじit千じじ !収J二 一致 き ,融 彰甲菓岱
「
BA唆 年表」岩最とは ,占技口億qttr臼

掬 曳蘇珍紹でと ,刀 標鹿曲礼 咳結 考柚 ゴ確 .4.い5の 大年免忙
新

孝使孝だ宅悔 バと[角備 支lttlrれくれぃ。D00● 亀長引章氏)の「ポ」じ・こューマン
おい 塙もヽせよ」と、、わネ手て一対'・

マッ/7イーンi隷。M.G.MAo(紬 京黒氏)のr蒔_-4国
のあ的象Jとぃうぃし世あいみ論 ,セれに「モ来.こ白8瞑441よ紀庭もヽ体がしが、『坤めう言も
塩』tNHK)を電て、山口砲謁 んの品の農也にひかれ、刺染胡わホ確接見やっても添かし
く4いと感じtここと、こつもヽそJr小つてt4.出下瀬隆幻W・撲働者筋 コマスとっとぬヽ
今ゃ.助R名と共にマ!しrミム伸l作に大ラ各t麓中の4r性コ、ラスづtしごザ (Lとギーズ戒t)―)
のこと」はにきに 「最近はlvの郭書覇鯨紙の,o%ぐらぃt志決でtほづみ、セれに引にJ
ギう、ソヒ約w、そ丁だギ.ギ々弓レ冷 勇ヽ■ス・」■¬11ンfFとの■ダヤ終じレギーtこついて」Fに 。
ETCo YAS(平 田お洋氏)のr有名張弥 黙ュ。 食ャAC村 上も彦氏めの町嶋熱鎌品D
化を触 氏のrt〕t〕イ輪J。山凸魯肉の本話的どと卜̀瞑

・
益 RTc o KEN辞謂ギ寄右的の「ョ千ヒー

臼一の砲財bれる!ヤザレやギ論。LUCY(内雅 氏〕の「tlど降―ド・パ,ヌ露古ュ鳴律挽探酪」a

綸 蔦央氏のr介ぁさ伊D攻」ほい輸 ).確TSじ中 氏D aFfalン夢持一』i務.

ぬ握多分代の立鍛■使ぶ離4にatた もの 。治、劾塁さんのツJ卜平ガ リ‐―スのうに

のパスト●ンは Fsttr:』の 「50meOne tt W舛に代 Ove卜 Me」 ,と吹 ペスト・ゆ―

riCml芦
Jの rl L。

準
d祐 ぃ °

ド揖
h3に hピJで す。

摘 究万%訪 ■Taで・・成 が曜 に穏轍文 鞠

の象嫁二」を明う。歓詢の夫竜は「白想体とらないのに.者
の家はおちてしまった」とぃうものK・・、キ拍Rrfrに向って、も
五人組 の物密 には ,S さヽ的 しい。『察!をつらしヽま.を濁転ョ

ても科陥tレミ均ヾ.ふるととド想ぃと説反唄王ぃた。セ卒

といわ役務に・.身缶の灯』の縦 張生中の実財 みのとん

と口じのところで・.『徒予げ片Jのじいさわこ生魯晩1)tど.約 .

右BRの里に韓とにめrJぃ。三木の1〕平の経!,セも,ともこ思
ぃ。白ら身をひくわWとちそつある(この路.後木考炊1な。ケ含のつもt〕で虫止 あ小ギ

・

と,回的も在箔に移して、ヽる。この1じづかい:あ どで.t螺後をド .ツヶに卜に仁ゴヘソ

と枚に提Lて ぃく)。て吹 「| tヾし伊毛ス(以発うじゃJと酪 ギラジ〕レハ挟路うとする。そ

のあl亀|口表のも こヽ一花の幕なpて 、格用そ銃諭ぅ金ど奪ゎりそ・ぁる。

そうすよのだ。幅楊ぺ・き3、ることr」んて実はなこtこ毛をしっであ 。

じt さ`ものれr うヾからは箱 や早A牛 除 娯てくる。歯十チガ手内 あった介rょ.

なるて・イ義掛せ角の1 oヾギ斗。在祥さんは,r貿今.lR,そらtiましたJといっfこ。じいさんtぶ.
rHネ?て↓ええじゃろ,泊と後オた技 にば

'あ
る。擢1持さルIⅢ、料i上さん自身の勾経の日

身



汀

■

ｉｉ

ｌ

ｌ

け ぷ帝毬へ!黒ミ きにのであ 6文 .秩件建しlt.体 の軌こ軽千にほ平うと,泡tてくる。一ち、
じいさルは!ゃlⅢl陛千の毎て,,生協二十る。程:‖さんヽホ.鰐年の駐 を重由のではなく.↓
陽続 回七路年に向けるぺせttったのISSはらぃ小.
じとヽさんの,ゃ防,モス(再娯雅)は.残紳1主尾とtめもヽたら。轄 末索観1カ象のF親じつ

=糾 詢成レギ七れ崎曳崎t納 )の、と画のうたをつたヱ、、る。そ販こまた。t御 、祖 の
識 に支えられた 出乳のうたも、う化口 づt十てヽ場。
電徳が黎に窄耗 勧年密べ之̀ 践し↓脅守尚梶ゎれてくるものた'。よるどとtよよ札た、

者 はよ小 った ,拓 雌 舶 らぬ 数 折 み のブ範 岳―一

ガ私が生数に 裕,化ところL3 とtこにもあa的 な
ラ伍辺のサ1(fみ i発のある8Tょ
かも粉とむんで。約尚oと批いた 幼 ぃ あの腹に
もしt,た、ヽ  お 仰〕たい  も う一虐

(理 !`1券笥.曲 野 酷由綻島 a民)
なこにもあるの1よ。こhf3ふるさるのイメーツだ。ギ々ス角パー・じ狩! ンヾ方ナ17切力から

紹唸へ状てきに__を しこ今.峡 のせ零を塙らわぃ残に 毛と。って及たしHtと` 4儲理
小しら 駆 ちのほ いやにおぅちゃらめ」なの世 。いやになるのはこちらであろ。騒
ぬ縫尋も化し小光佐噂 tち十こ台` 。幼、、ぬが`.行も箱らない平ねで藍均ヽぃ,日堤
多繍じたょう十言世界花1?tFふ

と叱ぃぅのは 勾想t毛運を
“
なしヽ。生孝陥 と十ぐtt,都れ

| 礼ゞ公と閣めらぎると先なぃし.北 ,白ろ続 的にな会との花鶴tとギめるのである。
駒供lよ.女食に菊「しい経験を求める。白分にとぅて新い、ことがぅて山ある。あれを、己
血も面白、ヽ。日るもの宙くものtべてが相孤ヽている、各tば

｀
しぃ。そんすご乱【t/K.が最

kき にはギである。若taよ企ぅにと直くの1を、生きてきたこと繁 が罪借と、ちてtる
ようおもの花の十ゴ。__あ るヽHa.油 ミ亀処fjNも。駒 卜ぬ。

ところで`、が長た任整☆
‐
る¬kもある。これta.セ勤斡の留作ことつh才の歌 とt3豊力の

十ご。条っ小幻争1に三れ、ては,こと碇森上でヽ暖文授 をたぃ。て眠中lとtず、ビ_出しズ得故
後のリコッ.レノンの電ろン幻嘉姑というィtしペムにも,が&へ幻拒乙ニタ食tcノンrと
いうこと=不可台力、の均蝶 が、えられるのせ。た俸 ・レコード・路「竹▼卜が 幼時のッン
n惨 澪笈。

rM飢
HER」 でra■り、r。。Dュとヽり 、こd洋で身itっ|十てきたコタオベてと青『 と使 振

盤 摘 苫::il:岳.:告〈!千升!ifi:;11;博tl号ilと:1半」1梢I温i‖撚督鴫|
帆九Qぃと_bye)と宜じ化あとで・.てマ(M〔ma)そ 都 Lてヽ こDばt仲 め、rWヾこ[泌Ⅲ)
むむモとて(Conu hOne)とい残わ。DⅢほせ,話る。し■ヽし、1ど(のお母ちゃんtMy m吐mHYb よ`・
ギ,とれにこ各。matt yar5)死んじィ塚るのだ

1。
把竹ち、術 ぃそヽ・く光・ってきてと時ばれるも

の注、新に“憩性 、鈷にrJ食性 ,つ参t,|●自分自身のことにと考えそれ、せるう。ンちン
が幼lぞねてM御は,9剤時)とイ確つているのは,出発よにも引た立とうとしめことのあらねル
で れ 。宅神D」で往 は 、輸 各終 った (The d控 `m is oに 作)、1ざく!よ生モ挽 班ゎる(Noぃ I仏

rebOぃ nめ と ぃって ぃる 。超賢針こことを (ょ くょL/4も tふじまらな い (9。 RJt Y。 吐 口。rryャ
'8Dttt

ぃk∝ttゃ げve dじne―ゴ REMEM8こ 氏)a「MDTHttRJに 波ぐ2曲 目′怒k・碓ぴはじfぎ伎は、2

マ
Bで'「

咽 ゴ
側 防ヤ

N〕ツユち t頓 うので :業 が合 キヽ ごもうVす?



建 ,現式 再脱打tA.。 電長 、…t 菊ヽ
コ 盗 里染 _ltecP o生 墨 堕、A′

―
′   メ か

―  ……
 ― ――ヽ t ‐

― ―

蛭到日活作品
5換象捲 るスォト鬼ti lこ

でオそしいt の`だ町

八用の濡れた砂 破倫

古日袖仏 X召 拘ひぅし X ttt“セリ

じ脚ダイニチ映配提供

μr ―ヽtレルーいぅぅ_ル スーミ_札 が～r7ヤ

(魚 ぬ

ユゥか に
甲
マ

t皆

転歩

緩 拝 )

r」ド し

け あじ作を アらヽ マ
・

_袖 英男殊訴荘数ュ堂差各さ」ょり 5a


